
令和５年度

第３回 専門医から学ぶ京都在宅医療塾 探究編
一般社団法人京都府医師会　在宅医療・地域包括ケアサポートセンター

～リハビリテーション診療の視点～～リハビリテーション診療の視点～
次の一手

今年度、第3回 京都在宅医療塾 探究編は、昨年度に続き、京都府リハビリテーション教育センターに企画を依頼し、
京都府立医科大学リハビリテーション医学教室の先生方を講師に迎え、「次の一手 ～リハビリテーション診療の視点～」
のテーマで講演会を開催しました。日頃の診療に役立つリハビリテーション診療のコツをQ＆A形式で紹介していた
だきました。是非ご視聴下さい。

一般社団法人京都府医師会　在宅医療・地域包括ケアサポートセンター
月曜日～金曜日（祝日除く）午前10時～午後５時TEL 075-354-6079 FAX 075-354-6097

※本配信による日医生涯教育講座カリキュラムコードの単位付与はありません。

申込方法

視聴料金 無料

対　象 医師、看護師など全職種右記画像よりお申込み
ください。入力いただ

いたメールアドレスに動画URLが届き
ます。当センターホームページ申込み
フォームからもお申込みできます。

検索京都　在宅医療

https://kyoto-zaitaku-med.or.jp/

問合せ

配信期間 ６月３日㈪６月３日㈪３月１日㈮～３月１日㈮～令和6年

　本配信はオンデマンド配信用に撮影した動画ではなく、12月２日（土）にハイブリッド開催された
「第３回京都在宅医療塾 探究編」を撮影したものとなります。

オンデマンド
配信

オンデマンド配信は、 インターネットが繋がった「パソコン」「スマホ」「タブレット」等があれば、配信期間中は
「いつでも」「何度でも」「学びたい部分だけでも」見ることができます。  是非ご視聴ください。 （申込制）
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Q5 Q5 「むせやすい」と言われたら「むせやすい」と言われたら

Q6 Q6 がん患者のかかりつけ医となったら
がん患者のかかりつけ医
となったら

Q7 Q7 「あしが痛い」と言われたら「あしが痛い」と言われたら

Q8 Q8 「よく転ぶ」と言われたら「よく転ぶ」と言われたら
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Q1 Q1 在宅で必要なリハビリテーションの知識とは在宅で必要なリハビリテーションの知識とは

Q2 Q2 在宅でリハビリテーションを始めることになったら
在宅でリハビリテーションを始める
ことになったら

Q3 Q3 「疲れやすい」と言われたら「疲れやすい」と言われたら

Q4 Q4 心不全患者のかかりつけ医となったら
心不全患者のかかりつけ医
となったら


